































































146 商 経 論 叢 第５２巻第３号（２０１７．３）
の多国籍企業を事例に取り上げた。その後，２０１６年５月になってからパナマ文書が公開されて，
多国籍企業のタックスヘイブンを利用した脱税行為や租税回避の財務戦略が注目されたことは記
憶に新しいところである。
また多国籍銀行の国際金融戦略のパターンを紹介した。ここでは現地中心や地域に根差した金
融活動，国際的な金融戦略などいくつかの戦略分類を行って説明している。
しかしながら，検討できずに残された問題も多かった。例えば，多国籍企業の利益管理とし
て，最近では多国籍企業の親子間で内部振替価格を移用して多くの取引が行われている。トラン
スファープライシングを利用した取引が活発である。それが利益移転と節税戦略として実施され
ている。その内部取引の適正価格の問題，また IP資産（知的所有権と開発）の取引が無形資産
であることから，適正価格の判定ができない。移転価格（税制）問題を議論できなかった。これ
らが，今後の経営財務問題として大きな比重を占めてくるであろう。
（神奈川大学 名誉教授 小林康宏）
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